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田植え ご指導

2 学期へ続く

田植えから学
ぶ
こ
と

𠮷川 和男さん 鶴二小卒業生・東平なでしこ保育園園長
6 5
（木）

樹の会のみなさん 能ヶ谷西緑地で保全活動を行っている
ボランティア団体

5 16
（金）

４年 地域のためにできること

町田市役所公園緑地課・樹の会のみなさん
6 27
（金）

(総合的な学習の時間）

スキル科

　今年度も学校の隣にある能ヶ谷西緑地で、訪れた人
が安全に自然を楽しんでもらえるよう保全活動をしてい
る樹の会のみなさんにご協力いただきます。この緑地
のことを知っている子どもの数が年々増えているのは、
これまでの４年生が良さを広めてきた活動の効果かと嬉
しく思います。ただ実際に訪れている子は少ないようで、
保護者の方やお友達と西緑地を訪れて、楽しんでほし
いという樹の会の方の思いを聞きました。翌週にはみん
なで緑地見学に行ってみました。お話にあった草苺の実
や、整備されたという階段
の手すりを早速発見！！子
どもたちは、住宅地の中に
ある緑豊かな場所をそれ
ぞれで堪能していました。

 考えを深めるため、樹の会の方と能ヶ谷西緑地にか
かわっている公園緑地課の方も招いてインタビューをし
ました。能ヶ谷西緑地の生い立ち（昔からあったわけ
ではない！）を聞いたり、発案に対する意見を聞いたり
しました。２学期までに緑地をもっと知った後、企画を
考え実行していきます。

ゲストティーチャー

ゲストティーチャー

３学期へ続く

活動している方の思いを
聞く

 米という字を分解すると八十八になることから、米作
りにはたくさんの手間がかかるということを表している
と言われています。田植えの前には、年明けから始ま
る田んぼの準備、そして種まきと育苗の段取りがありま
す。この日に田植え体験ができることに感謝をして、担
任も一緒に真摯に取り組みました。またお米の値上が
りによりご家庭でも話題に出ていたのか、苗に思いを込
めて植える子もいました。８月に入ると稲の花が咲きま
す。どんな花が咲くか楽しみですね。

帰路のがんばり坂では、カレーのいい
匂いで気持ちがカレー屋さんへ行って
しまう子や、田植えで疲れた子を後ろ
から励ますのも恒例となりました。確
かに午前の活動はお腹がすきますね。
ある子は「腰が痛くて大変だから、田
植えは機械化した方が絶対にいい！」
と真剣に語っていました。

「3～4 本まとめて植えます」

「意外と気持ち良いかも！」

目印用に両側でロープを
張ってくださっています

説明を真剣に聞いています

５年 田植え ★社会科との連携学習
   「低い土地のくらし」

もう花の時期は終わって
いますが、頭を垂れ始め
ていますよ。
  (8/21 𠮷川さんより）




